














ンは『幼年時代』（４）の最終断章「せむしの小人 Das bucklichte Männlein」で、この民謡からⅤ、Ⅱ、
Ⅲ、Ⅸの計４節を直接引用しているのだが、とりわけ作者の関心をひいたのは全篇に登場するリ





























声は、世紀の敷居を越えてわたしにそっと言葉をささやきかけてくる（wispert mir über 
die Jahrhundertschwelle die Worte nach）。「かわいい坊や、ねえ、お願いだ、せむしの小
人のためにも祈っておくれ！」（下線部強調は筆者による GS VII・1 430）
　「かわいい坊や、ねえ、お願いだ、せむしの小人のためにも祈っておくれ！　Liebes Kindlein, 


























ある「秘められたインデックス einen heimlichen Index」である。「インデックス」とは、例え
ば書籍に収められた各項目の見出し語として、そこに書かれている内容を抽出し、読者がその項
目の内容全体に見当をつけやすくするためのものであるが、そうした「インデックス」の一つと



























































































た、ベルリンの街路や住居において日常的に発せられる「雑音 Geräusche」（GS VII・1 417ff.）（10）
である。そうした「雑音」のなかでも、「わたし」の記憶と音声的モチーフとの関係を理解する
うえで重要なのが、「市街電車のカタンカタンという音の拍子」、「絨毯を叩く音の拍子」といった、
規則正しい「拍子 der Takt」（GS VII・1 386）である。断章「ロッジア」では、こうした「拍子」
































































































































































「か す か なメシア的な力 eine s c h w a c h e messianische Kraft」が備わっている「わた






































（１）　民謡「せむしの小人」の全文は、Achim von Arnim und Clemens Brentano: DAS BUCKLICHE MÄNN-
LEIN, in: Des Knaben Wunderhorn, in: alte deutsche Lieder, München: Winkler 1966, S.824-825. を参照のこと。
（２）　ハンナ・アーレント「ヴァルター・ベンヤミン 一八九二 ─一九四〇」（阿部斉訳『暗い時代の人々』筑摩書
房 2005年）246頁
（３）　本稿でのベンヤミン作品の引用は、旧全集版 Walter Benjamin: Gesammelte Schriften, unter Mitwirkung 
von Theodor W. Adorno und Gerschom Scholem, hrg. von Rolf Tiedeman und Hermann Schweppenhäuser, 
Frankfurt am Main: Suhrkamp 1974-1999. および、新批判全集版 Walter Benjamin: Werke und Nachlaß Kri-
tische Gesamtausgabe, im Auftrag der Hamburger Stiftung zur Förderung von Wissenschaft und Kultur, 
187せむしの小人と不器用な回想者
hrg. von Christoph Gödde und Henri Lonitz, in Zusammenarbeit mit dem Walter Benjamin Archiv, Frank-














ベンヤミンが決定していたと考えられる（Vgl. Walter Benjamin: Gesammelte Briefe Band IV 1931-1934, hrg. 






（６）　Vgl. Anja Lemke: Gedächtnisräume des Selbst ‒Walter Benjamins „Berliner Kindheit um neunzehnhun-
dert“, Würzburg: Königshausen & Neumann 2008, S.165.
（７）　Vgl. Detlev Schöttker: Erinnern, in: Benjamin Begriffe Erster Band, hrg. von Michael Opitz und Erdmut 
Wizisla, Frankhurt am Main: Suhrkamp 2000, S.272-276.
（８）　アドルノとベンヤミンのオペラをはじめとする音楽に対する関心の差異については、Tobias Robert Klein: 
Aimez-vous Berg? Walter Benjamins akustisches »Betroffensein«, in: Klang und Musik bei Walter Benjamin, 








berger: Aspekte von Bildlichkeit in den Denkbildern Walter Benjamins, in: global benjamin. Internationaler 
Walter-Benjamin-Kongreß Band 1, hrg. von Klaus Garber und Ludger Rehm, München 1999. S.449-477.
（11）　Vgl. Über einige Motive bei Baudelaire. GS I・2, S.612ff. ここでベンヤミンは、心理学者テオドール・ライク
の理論を援用しながら、「記憶」と「回想」との差異を述べている。
（12）　Vgl. Uta Kornmeier: Akustisches in der Berliner Kindheit um neunzehnhundert, in: Klang und Musik bei 
Walter Benjamin, hrg. von Tobias Robert Klein, in Verbindung mit Asmus Trautsch, München: Wilhelm 
Fink 2013, S.47-53, hier S.51-52.
188
（13）　Vgl. DUDEN: Redewendungen. 4. Auflage. Berlin 2013. S.779-780.
（14）　『ベルリン年代記』（1932年）にも同様の記述がある。ここで「不器用 ungeschickt」な歩みは、「母へのレ
















（『モルフォロギア』34号 ナカニシヤ出版 2012年）での、小林哲也の「注意深さ Aufmerksamkeit」につい
ての考察は注目に値する。小林は、ベンヤミンの比較的初期の作品でも音声的要素が看過し得ない役割を果
たしていることを指摘し、「主観の外部にある他者性、あるいは他者との間で生じる「対話性」──沈黙の聴
き取りとしてある──がベンヤミンの念頭を離れることはない」（78-79頁）と述べている。
